
  令和７年度 全国学力・学習状況調査結果について 
 

  ４月に中学３年生を対象として実施された全国学力・学習状況調査の結果が発表されました。調査は、例年通

り国語・数学の実施に加えて、今年度は理科の調査が Chromebookを活用して行われました。また、学習習慣や

生活習慣に対する意識調査も実施されました。 

各教科の調査結果概況によると、平戸中学校は調査が実施された三教科において、全国や神奈川県の平均正

答率と比較して高い正答率及び正答数を挙げています。 

今年度の平戸中学校の特徴は、７割近くの生徒が「将来の夢をもち生活している」と回答している点です。将

来に対する具体的な展望をもつことが、今後の生徒たちの様々な場面での主体的な選択・判断につながると考

えます。高校進学をゴールにするのではなく、その先を見据えた目標を設定することで、一人ひとりの日々の学

習に対する主体性がさらに向上していくことを期待しています。 

 

【国語】 

  各分野で正答率が高く、すべての分野で神奈川県と全国の平均を上回っていました。特に記述式の設問において、

日頃の学習の成果が発揮されました。しかし、より伝わりやすい表現の工夫について考える設問において正答率が

低い結果となりました。日頃から発表等の場面を増やし、聞き手を意識したコミュニケーションの機会を設定する

必要があると考えます。アンケートでは多くの生徒が「国語が将来役に立つと考えている」と回答しており、今後

より一層実生活での活用に結びついた学習活動を実践していくことが求められていると感じます。 

 

【数学】 

全ての領域において、本校生徒の平均正答率が神奈川県平均・全国平均ともに上回っていました。領域別にみる

と、「関数」・「数と式」・「図形」と比べて、「データの活用」分野の正答率がやや低い傾向が見られましたが、短答

式や記述式の問題の正答率が高くなっていました。今後も生徒が主体的に課題に取り組めるような、ICT を用いた

視覚的・感覚的にわかりやすい授業実践をしていきます。 

「数学の授業は大切である」「数学の授業の内容はよくわかる」と答えた生徒は８０％を超え、昨年度より下が

ったものの神奈川県平均や全国平均ともに上回っており、意欲的に授業に取り組んでいる様子がうかがえます。前

述の「データの活用」分野においては、実験的にさいころやカードを使うような具体物での理解を促したり、ICT

でデータを整理して考えるような実験的な学習ができる分野なので、工夫した指導ができるようにしていきます。 

 

【理科】 

正答率が高く、ほとんどの問題において神奈川と全国の平均を上回っていました。問題形式に着目すると、選択

問題は正答率が高い傾向に、記述問題は正答率が低い上に、無回答が多い傾向にありました。また、「思考・判断・

表現」の観点の正答率が「知識・技能」よりも低い傾向にありました。書く力、思考的に考える力をより伸ばして

いく必要があると考えます。 

「理科の授業内容はよく分かりますか」という質問に対し、肯定的な回答をした生徒は７割を超え、意欲的に授

業に取り組んでいることがうかがえます。一方、「理科の授業で学習した知識を普段の生活の中で活用できていま

すか」という質問に対し、「そう思う」と回答した生徒は少数にとどまっています。普段の授業から、日常生活との

繋がりを意識させていく必要があると考えます。 


